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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）一三

　

前
号
で
は
中な
か

洲ず

の
築
造
と
取
り
払
い

（
中
洲
が
浜
町
と
地
続
き
だ
っ
た
と
は
知

ら
な
か
っ
た
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
）、そ
の
後
の
復
活
な
ど
箱
崎
川
の
流
路

が
三
度
も
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
高
速

道
路
の
建
設
に
よ
る
埋
立
て
な
ど
に
つ
い

て
考
察
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
橋
と
河
岸

に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。（
図
１
参
照
）

◇
箱
崎
川
・
箱
崎
川
支
川
に
架
か
る
橋

　
『
東
京
府
志
料
』に
記
載
さ
れ
て
い
る
橋

は
永
久
橋
と
箱
崎
橋
の
二
つ
。
ほ
か
は
明

治
期
以
降
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
、『
中
央
区

史
』
と
『
帝
都
復
興
区
画
整
理
誌
』（
昭
和

七
年
・
東
京
市
刊
）
を
参
照
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
橋
は
、
箱
崎
川
の
埋
立
て
と
高

速
道
路
建
設
で
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

○�

永
久
橋　

箱
崎
町
四
丁
目
よ
り
蛎
殻
町

一
丁
目
へ
架
す
。
長
さ
一
八
間
二
尺
八

寸
（
約
三
三
・
四
ｍ
）・
幅
二
間
一
尺
五

寸（
約
四
ｍ
）。
橋
辺
に
永
久
稲
荷
の
社

が
あ
る
故
、か
く
名
を
つ
け
た
る
な
り
。

　

※�

『
御
府
内
備
考
』に「
箱
崎
橋
の
北
の

方
出
口
に
あ
り
。『
江
戸
記
聞
』に
或

記
を
引
て
、
宝
永
元
年
七
月
、
浜
町

新
橋
の
名
永
久
橋
と
唱
う
べ
き
よ
し

命
ぜ
ら
れ
る
い
え
り
」と
あ
り
ま
す
。

創
架
は
元
禄
一
七
年
ま
た
は
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）
年
と
さ
れ
、
は
じ

め
は
浜
町
新
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
橋
名
の
由
来
は
、
箱
崎
町
の
あ

る
島
を
永
久
島
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た
説
と
、
永
井
・
久
世
の
両

家
に
よ
っ
て
架
け
ら
れ
、
頭
文
字
を

取
っ
た
と
す
る
二
説
が
あ
り
ま
す
。

　
　

�　

享
保
一
五
（
一
七
三
〇
）
年
に
取

り
払
い
と
な
り
、
同
一
八
年
十
一
月

に
再
び
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

�　
『
東
京
府
統
計
書
』（
明
治
一
五
・

一
八
八
二
年
刊
、
以
下
『
統
計
書
』）

に
、
長
さ
一
八
間
（
約
三
三
ｍ
）・
幅

三
間
（
約
五
・
五
ｍ
）・
木
橋
、
明
治

七
（
一
八
七
四
）
年
三
月
の
架
設
と

し
て
い
ま
す
。

○�

新
永
久
橋　

永
久
橋
は
関
東
大
震
災
で

被
害
を
受
け
廃
橋
へ
。
そ
し
て
復
興
事

業
で
新
設
さ
れ
た
補
助
線
街
路
五
九
号

に
伴
い
、
箱
崎
町
二
丁
目
と
蛎
殻
町
一

丁
目
に
新
永
久
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し

た
。
長
さ
三
七
・
五
ｍ
、
幅
一
三
ｍ
の

鉸こ
う

鋼こ
う

拱き
ょ
う

橋ば
し

で
、
竣
工
は
昭
和
二
（
一
九

二
七
）
年
七
月
一
〇
日
で
す
。

○�

箱
崎
橋　

箱
崎
町
一
丁
目
よ
り
小
網
町

三
丁
目
へ
架
す
。
長
さ
一
二
間
（
約
二

二
ｍ
）、
幅
三
間
一
尺
（
約
五
・
八
ｍ
）。

橋
名
は
箱
崎
町
の
町
名
の
由
来
に
あ
る

通
り
で
す
。

　

※�

『
寛
永
江
戸
図
』に
無
名
橋
と
し
て
描

か
れ
、『
御
府
内
沿
革
図
書
』
の
元
禄

年
中
之
形
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四

年
）
に
は
崩
く
ず
れ

橋ば
し

と
あ
り
、
箱
崎
橋
と

な
る
の
は
『
寛
保
沽
券
図
』（
一
七
四

四
年
）
以
降
の
こ
と
。

　
　

�　
『
統
計
書
』
に
、
長
さ
十
一
間
（
約

二
〇
ｍ
）・
幅
四
間
（
約
七
・
三
ｍ
）・

木
橋
で
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
十

一
月
の
架
設
と
あ
り
、明
治
三
四（
一

九
〇
一
）
年
十
一
月
に
、
同
規
模
の

木
橋
に
架
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

�　

震
災
復
興
事
業
で
架
替
え
。
震
災

前
の
長
さ
二
〇
ｍ
、
幅
四
・
三
ｍ
の

木
桁
が
、
長
さ
三
五
・
一
ｍ
、
幅
十

一
ｍ
の
鋼
鈑
橋
で
、
昭
和
五
（
一
九

三
〇
）
年
九
月
三
〇
日
に
竣
工
。

○�

菖あ
や
め蒲

橋　

震
災
復
興
事
業
で
新
設
さ
れ

た
幹
線
道
路
二
八
号
の
建
設
に
伴
い
、

浜
町
三
丁
目
と
中
洲
町
の
間
に
新
架
。

長
さ
二
八
・
五
ｍ
、
幅
二
二
ｍ
の
中
央

径
間
鋼
鈑
框か
ま
ち

桁げ
た

で
、
大
正
一
五
（
一
九

二
六
）
年
三
月
に
竣
工
。
橋
名
は
菖
蒲

河
岸
に
ち
な
み
ま
す
。

○�

男
橋　

中
洲
町
が
明
治
一
九
（
一
八
八

六
）
年
に
起
立
し
た
際
に
女
橋
と
と
も
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に
架
設
さ
れ
た
橋
。
長
さ
は
一
八
・

五
間
（
約
三
四
ｍ
）、
幅
三
間
（
約

五
・
五
ｍ
）
の
木
橋
で
し
た
。

　

�　

震
災
復
興
事
業
で
修
繕
。
昭
和
一

〇
（
一
九
三
五
）
年
の
『
火
災
保
険

図
』（
主
に
火
災
保
険
の
料
率
を
決
め

る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
地
図
）
に
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
と
し
て
記
載
。
戦

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
復
興
事

業
で
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

○�

女
橋　

橋
の
規
模
は
不
詳
。
明
治
三

四
（
一
九
〇
一
）
年
十
一
月
の
架
替

え
で
、
長
さ
二
一
間
（
約
三
八
ｍ
）、

幅
三
・
四
間
（
約
六
・
二
ｍ
）
の
木

橋
と
な
り
ま
し
た
。

　

�　

震
災
復
興
事
業
で
架
替
え
。
震
災

前
の
長
さ
二
一
ｍ
、
幅
三
・
四
ｍ
の

木
桁
が
、
長
さ
三
五
・
三
ｍ
、
幅
八

ｍ
の
鋼
桁
橋
で
昭
和
四（
一
九
二
九
）

年
六
月
に
竣
工
。

○�

土
州
橋　

箱
崎
地
区
の
北
半
分
以
上

を
占
め
て
い
た
田
安
家
の
屋
敷
地

を
、
維
新
後
に
旧
土
佐
藩
主
山
内
家

が
入
手（
前
号
の
図
を
参
照
）。
明
治

三
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
山
内
家
が

自
費
で
木
橋
を
架
け
、
同
四
二
年
に

東
京
府
に
寄
贈
。

　

�　

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
五
月
に
、

長
さ
五
四
・
五
ｍ
、
幅
一
九
ｍ
の
鋼

製
桁
に
改
架
し
ま
し
た
が
、
関
東
大

震
災
被
害
を
受
け
、
修
理
・
拡
張
。

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
の
『
火

災
保
険
図
』
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

中
洲
橋　

箱
崎
川
支
川
に
架
か
り
ま

す
。
震
災
後
の
復
興
事
業
で
新
た
に

道
路
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
中

洲
町
と
箱
崎
町
四
丁
目
の
間
に
新

架
。
長
さ
五
六
ｍ
、
幅
十
一
・
七
八

八
ｍ
の
鈑
桁
橋
で
、
昭
和
三
（
一
九

二
八
）
年
六
月
に
竣
工
。

◇
箱
崎
川
筋
の
河
岸

　

箱
崎
川
沿
い
の
両
岸
に
は
江
戸
期
か

ら
右
岸
の
小
網
町
三
丁
目
に
行
徳
河

岸
、
左
岸
の
箱
崎
町
一
丁
目
と
箱
崎
町

二
丁
目
埋
立
地
・
箱
崎
町
二
丁
目
に
は

永
久
河
岸
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
期
以

降
に
、
現
在
の
浜
町
三
丁
目
に
菖
蒲
河

岸
、
蛎
殻
町
一
・
二
丁
目
に
は
蛎
殻
河

岸
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

◇
菖
蒲
河
岸

　

新
大
橋
と
川
口
橋
と
の
間
、
浜
町
二

丁
目
14
番
地
先
か
ら
同
三
丁
目
１
～
８

番
地
先
の
河
岸
地
が
、
江
戸
期
に
は
俗

に
菖
蒲
河
岸
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
橋
浜
町
三
丁
目
17
・
18
番
、

44
・
45
番
に
あ
た
り
ま
す
。

　
『
東
京
府
誌
』（
明
治
十
一
・
一
八
七

八
年
編
纂
、
以
下
『
府
誌
』）
に
は
「
大

川
の
西
岸
に
在
り
、
東
西
三
間
、
南
北

一
町
三
十
三
間
、
面
積
二
百
八
十
五
坪

五
合
四
勺
」
と
あ
り
ま
す
。

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
「
渡
船

場
中
洲
渡
」
が
設
置
さ
れ
、
対
岸
の
清

住
町
の
河
岸
へ
渡
船
が
運
航
を
開
始
。

『
日
本
橋
区
史
』
に
は
「
浜
町
三
丁
目
地

先
菖
蒲
河
岸
よ
り
深
川
区
清
住
町
の
河

岸
に
渡
る
渡
船
場
に
し
て
、
午
前
六
時

よ
り
（
夏
季
は
五
時
）
日
没
に
至
る
迄

渡
船
を
な
す
。
渡
船
料
金
一
銭
、
渡
船

五
隻
、
一
箇
年
約
一
三
万
人
の
乗
降
客

あ
り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
「
菖
蒲
河
岸
」
は
、
明
治
十
一
（
一
八

七
八
）
年
三
月
二
一
日
に
「
新
大
橋
北

詰
浜
町
二
丁
目
三
番
地
先
よ
り
以
南
、

川
口
橋
迄
の
河
岸
地
」
が
正
式
名
称
に

な
り
ま
し
た
。

○
菖
蒲
町

　

新
大
橋
西
詰
に
位
置
し
、
現
在
の
日

本
橋
浜
町
三
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
も

と
は
火ひ

除よ
け

明あ
け

地ち

で
、
維
新
後
に
新
大
橋

助
成
地
と
な
り
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
に
隣
接
す
る
旧
武
家
地
を
合
わ
せ
、

菖
蒲
町
と
改
称
。
同
十
一（
一
八
七
八
）

年
十
一
月
に
浜
町
三
丁
目
と
同
二
丁
目

に
分
割
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

菖
蒲
町
の
場
所
に
河
岸
地
が
設
け
ら

れ
た
際
、
旧
町
名
を
復
活
さ
せ
て
菖
蒲

河
岸
の
名
称
が
付
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

○
浜
町
三
丁
目

　

浜
町
二
丁
目
の
南
に
位
置
し
、
現
在

の
日
本
橋
浜
町
三
丁
目
に
あ
た
り
ま

す
。
延
宝
年
間（
一
六
七
三
～
八
一
年
）

に
は
水
戸
殿
濱
屋
敷
、
秋
元
但
馬
守
、

井
上
相
模
守
の
屋
敷
地
。
元
禄
六
（
一

六
九
三
）
年
七
月
に
水
戸
屋
敷
が
召
し

上
げ
ら
れ
、
東
方
に
新
大
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
明
治
五
（
一
九
七
二
）

年
四
月
に
旧
麻
布
藩
新
庄
氏
や
館
林
藩

秋
元
氏
別
邸
ほ
か
を
合
わ
せ
て
、
新
た

に
浜
町
三
丁
目
が
起
立
。

◇
蛎
殻
河
岸

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
五
月
、

蒸
気
船
通
運
丸
が
小
名
木
川
か
ら
江
戸

川
、
関
宿
を
経
て
利
根
川
を
航
行
す
る

荷
客
両
用
航
路
の
運
航
開
始
。
そ
の
発

着
場
が
、
蛎
殻
町
三
丁
目
と
両
国
の
元

柳
河
岸
に
設
置
。
明
治
二
一
（
一
八
八

八
）
年
六
月
一
六
日
、
俗
に
蛎
殻
河
岸

と
呼
ば
れ
て
い
た
河
岸
地
「
蛎
殻
町
一
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丁
目
永
久
橋
已
北
蛎
殻
橋
迄
」
が
正
式

名
称
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
橋

蛎
殻
町
一
丁
目
35
番
に
あ
た
り
ま
す
。

○
蛎
殻
町
三
丁
目

　

西
は
蛎
殻
町
二
丁
目
・
松
島
町
、
南

は
箱
崎
川
に
接
し
、
現
在
の
日
本
橋
蛎

殻
町
二
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
も
と
は

武
家
地
で
、
維
新
後
に
津
山
・
加
納
・

土
浦
・
高
嶋
の
旧
四
藩
邸
が
収
公
さ
れ
、

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
蛎
殻
町
三

丁
目
が
起
立
し
ま
し
た
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
油
問
屋

の
長
谷
部
喜
右
衛
門
、
清
酒
問
屋
の
岡

田
屋
、
食
塩
問
屋
の
廣
屋
、
生
魚
問
屋

の
根
本
巳
之
助
、
米
商
の
清
水
岩
吉
、

米
穀
商
の
小
野
磯
二
郎
、商
品
取
引
所
・

仲
買
米
穀
商
の
新
倉
与
五
郎
、
商
品
取

引
所
仲
買
の
大
家
留
吉
・
内
国
通
運
㈱

出
張
所
、喞そ
く

筒と
う

諸
器
械
製
作
の
市
原
求
、

金
属
委
托
購
買
営
業
の
東
京
銅
鉄
会

社
、
書
籍
商
の
法
木
徳
兵
衛
、
石
油
商

の
小
林
傳
作
支
店
、
印
刷
業
の
安
野
宗

吉
、西
洋
紙
製
造
業
の
有
恒
社
事
務
所
、

洋
紙
商
・
活
版
印
刷
業
の
岡
田
米
吉
、

鼈
甲
商
の
長
島
修
次
郎
、
材
木
商
の
舎

人
屋
、
待
合
の
武
内
ノ
ブ
・
豊
田
タ
キ

の
名
前
が
見
え
ま
す
。

◇
行
徳
河
岸
と
行
徳
船

　
『
府
誌
』
に
行
徳
河
岸
と
し
て
「
霊
厳

島
川
の
北
岸
を
称
す
。
下
総
行
徳
よ
り

船
舶
往
復
あ
る
に
因
れ
り
」
と
あ
り
ま

す
。
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
〇

月
二
二
日
に
、
箱
崎
橋
よ
り
以
北
汐
留

橋
迄
の
河
岸
地
が
行
徳
河
岸
と
正
式
名

称
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
橋
小

網
町
２
・
３
番
地
先
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
行
徳
河
岸
を
起
点
と
す
る
行
徳

船
の
始
ま
り
は
古
く
、
小
名
木
川
建
設

と
新
川
の
開
削
に
始
ま
り
ま
す
。
小
名

木
川
は
、
家
康
江
戸
入
り
直
後
の
工
事

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。（『
郷
土
室

だ
よ
り
』
第
一
五
五
号
を
参
照
）

　

小
名
木
川
か
ら
新
川
に
通
じ
る
川
筋

は
、
当
初
は
深
川
方
面
の
茶
船
業
者
が

主
に
利
用
。
そ
の
後
、
旅
人
の
利
用
も

増
え
収
益
も
多
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
川

沿
い
の
多
く
の
村
が
冥
加
金
を
上
納
し

て
廻
漕
権
を
独
占
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年

一
二
月
に
は
、
本
業
徳
村
が
幕
府
の
公

許
を
得
て
、
江
戸
と
行
徳
間
の
輸
送
業

務
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

行
徳
船
は
、
下
総
本
行
徳
河
岸
か
ら

小
網
町
三
丁
目
の
行
徳
河
岸
ま
で
の
三

里
八
丁
を
毎
日
往
復
。
長
渡
船
と
も
渡

場
船
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
陸
路
に
比

べ
て
時
間
的
に
も
早
く
て
利
用
者
も
増

加
。
市
川
に
旅
宿
が
二
軒
し
か
な
か
っ

た
当
時
、
本
行
徳
に
は
十
一
軒
の
旅
宿

が
軒
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
行
徳
で
一

泊
し
た
客
は
、
翌
朝
の
七
つ
半
頃
の
一

番
船
に
乗
っ
て
江
戸
へ
。
渡
船
は
茶
船

五
三
艘
（
嘉
永
期
に
は
六
二
艘
）
が
用

い
ら
れ
、
暮
六
つ
ま
で
毎
日
往
復
。

　

船
は
二
四
人
乗
り
茶
船
が
普
通
。
旅

客
と
と
も
に
小
物
（
魚
貝
・
野
菜
・
日

用
品
な
ど
）
を
輸
送
し
、
江
戸
と
房
総

を
む
す
ぶ
交
通
手
段
と
し
て
多
く
の
旅

客
が
利
用
し
、
本
行
徳
村
を
繁
栄
に
導

き
ま
し
た
。
船
賃
は
寛
政
五
（
一
七
九

三
）
年
当
時
、
本
行
徳
か
ら
行
徳
河
岸

ま
で
借
切
一
艘
二
五
〇
文
、
表
借
切
一

七
二
文
、
有
借
一
二
四
文
で
、
乗
客
一

人
五
〇
文
、
二
人
一
〇
四
文
。
荷
物
の

場
合
は
一
艘
三
五
〇
文
で
し
た
。

　

行
徳
船
は
明
治
に
入
り
、
蒸
気
船
の

普
及
で
圧
倒
さ
れ
、
つ
い
に
明
治
一
二

（
一
八
七
九
）
年
に
廃
止
と
な
り
、
二
四

〇
年
続
い
た
役
割
を
終
え
て
い
ま
す
。
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○
小
網
町
三
丁
目

　

小
網
町
二
丁
目
の
南
に
位
置
し
、
西

に
日
本
橋
川
、
南
は
箱
崎
川
に
面
し
て

い
ま
す
。
奥
川
廻
筋
船
積
問
屋
が
多
い

こ
と
が
特
徴
で
、
日
本
橋
川
沿
い
に
鎧

河
岸
、
箱
崎
川
沿
い
に
は
行
徳
河
岸
が

成
立
。
問
屋
数
や
業
種
に
つ
い
て
は
、

『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第
一
五
九
号
の
「
鎧

河
岸
」
の
項
で
説
明
し
た
通
り
で
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』の
概
況
に
は

「
当
町
は
水
運
の
便
利
を
有
す
る
を
以

て
。廻
漕
若
く
は
運
送
を
営
む
者
多
く
。

随
て
諸
問
屋
亦
甚
だ
多
し
、
宜
し
く
左

に
掲
記
す
る
所
を
見
る
べ
し
」
と
あ
り

ま
す
。

◇
永
久
河
岸
（
稲
荷
河
岸
・
山
谷
河
岸
）

　

箱
崎
町
一
丁
・
同
二
丁
目
地
先
の
河

岸
地
が
、
俗
に
永
久
河
岸
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
橋
箱
崎
町
３

番
・
同
21
番
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。
河

岸
地
先
に
山
谷
船
の
船
宿
が
多
い
こ
と

か
ら
明
治
初
期
ま
で
山
谷
河
岸
、
永
久

橋
際
に
永
久
稲
荷
が
あ
る
こ
と
か
ら
稲

荷
河
岸
と
も
俗
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
一
〇
月

一
六
日
、
永
久
河
岸
は
「
箱
崎
町
よ
り

以
東
永
久
橋
迄
の
河
岸
地
」
が
正
式
名

称
に
な
り
ま
し
た
。

○
箱
崎
町
一
丁
目

　

西
は
箱
崎
川
、
南
は
日
本
橋
川
に
接

し
ま
す
。
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
、

東
隣
り
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
同
二
丁
目

が
起
立
す
る
ま
で
、
町
名
は
箱
崎
町
で

し
た
。
小
網
町
三
丁
目
と
の
間
に
は
崩

橋
（
後
の
箱
崎
橋
）、
南
新
堀
町
一
丁
目

と
の
間
に
湊
橋
が
架
か
り
ま
す
。

　
『
府
誌
』に
は
河
岸
地
が
三
所
と
し
て

「
一
は
西
端
に
在
り
東
西
三
間
南
北
二

十
間
零
三
尺
面
積
六
十
一
坪
五
合
」「
一

は
南
端
に
在
り
東
西
三
十
五
間
四
尺
五

寸
南
北
四
間
面
積
百
四
十
三
坪
」「
一
は

北
方
に
在
り
、
東
西
二
十
八
間
一
尺
九

寸
南
北
二
間
三
尺
、
面
積
七
十
坪
七
合

一
勺
」
と
あ
り
ま
す
。

　
『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』（
元
禄
三
・

一
六
九
〇
年
刊
）
に
「
諸
国
の
舟
ど
も

集
ど
ふ
み
な
と
な
れ
ば
か
く
よ
ぶ
の

み
」
と
あ
り
、
当
時
の
湊
橋
や
箱
崎
町

周
辺
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
文
政
七
・
一

八
二
四
年
刊
）
に
下
り
塩
仲
買
問
屋
加

田
屋
、
明
樽
問
屋
江
島
屋
、
干
鰯
〆
粕

魚
油
問
屋
大
澄
屋
、
煙
草
・
瀬
戸
物
問

屋
坂
本
屋
、
水
油
仲
買
大
坂
屋
ら
の
名

前
。
ま
た
『
江
戸
十
組
問
屋
便
覧
』（
文

化
一
〇
・
一
八
一
三
年
刊
、
以
下
『
便

覧
』）に
問
屋
数
は
九
軒
。
下
り
塩
問
屋

三
軒
、
明
樽
問
屋
二
軒
、
干
鰯
〆
粕
問

屋
・
煙
草
問
屋
・
線
香
問
屋
・
そ
の
他

が
各
一
軒
と
あ
り
、『
諸
問
屋
名
前
帳
』

（
嘉
永
四
・
一
八
五
一
年
刊
、
以
下
『
名

前
帳
』）で
も
問
屋
数
は
同
じ
く
九
軒
で

す
が
、
両
替
屋
二
軒
、
廻
船
問
屋
・
下

り
塩
問
屋
・
地
廻
水
油
問
屋
・
魚
油
問

屋
・
水
油
仲
買
・
塗
物
問
屋
・
舂
米
屋

が
各
一
軒
で
、
業
種
が
変
化
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
煙
草
業

の
殿
井
商
会
東
京
支
店
、
呉
服
商
の
結

城
屋
、商
品
取
引
所
仲
買
の
カ
子
ジ
ウ
。

永
久
河
岸
八
号
地
に
日
本
橋
区
衛
生
協

会
付
属
衛
生
調
査
所
の
名
前
が
あ
り
ま

す
。

○
箱
崎
町
二
丁
目

　

箱
崎
町
一
丁
目
の
東
に
位
置
し
ま

す
。
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
三
月
、

箱
崎
町
か
ら
永
久
橋
ま
で
の
川
岸
沿
い

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
箱
崎
町
二
丁
目
が

起
立
、
も
と
の
箱
崎
町
は
同
一
丁
目
と

な
り
ま
し
た
。

　
『
府
誌
』
に
は
山
谷
河
岸
と
し
て
「
本

町
書
上
に
舟
し
ゅ
う

舳じ
く

の
浅
草
山
谷
あ
り
往
来

す
る
を
以
て
此
の
称
あ
り
と
、
一
に
稲

荷
河
岸
と
呼
ぶ
」
と
あ
り
、『
東
京
流
行

細
見
記
』（
嘉
永
六
年
刊
）
に
は
、「
当

時
著
名
な
船
宿
」
と
し
て
「
箱
崎
町
二

丁
目
に
は
大
黒
屋
、
廣
嶋
屋
、
古
槌
屋
、

寿
々
木
屋
、
三
州
屋
、
和
歌
本
、
若
松
」

の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　
『
便
覧
』に
問
屋
数
は
七
軒
。
奥
川
筋

船
積
問
屋
が
三
軒
あ
り
、
明
樽
問
屋
・

醤
油
酢
問
屋
・
水
油
仲
買
・
そ
の
他
が

各
一
軒
。『
名
前
帳
』の
問
屋
数
は
九
軒

で
、
舂
米
屋
二
軒
、
炭
薪
仲
買
二
軒
、

竹
木
炭
薪
問
屋
・
地
廻
米
穀
問
屋
・
紺

屋
・
版
木
屋
・
両
替
屋
が
各
一
軒
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
回
米
問

屋
の
志
摩
長
平
支
店
、
米
穀
業
の
藤
田

ハ
イ
、
待
合
の
松
の
家
、
酒
商
の
瀧
尻

吉
兵
衛
、
旅
人
宿
の
林
幾
江
な
ど
の
名

前
が
み
え
ま
す
。

○
箱
崎
町
二
丁
目
裏
河
岸
埋
立
地

　

箱
崎
町
二
丁
目
の
西
に
位
置
し
、
箱

崎
川
に
面
し
て
い
ま
す
。
天
明
五
（
一

七
八
五
）
年
に
箱
崎
町
二
丁
目
南
側
の

川
沿
い
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
箱
崎
町

二
丁
目
蔵
河
岸
埋
立
地
が
で
き
ま
し

た
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
箱
崎

町
二
丁
目
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
次
号
は
楓
川
を
考
察
し
ま
す
。）

�

（
菅
原
健
二
）


